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●解説 
 

問 1 

解答：ウ 

解説： 

 16 進の“C”を 2 進数に変換すると，“1100”となります。よって，16 進小数 0.C は，2

進小数 0.1100＝0.11 となります。この 2進小数を 10 進数に変換します。 

        0.1 1 

 

 

           0.25（2－２のけた） ＝ 1 … 0.25×1 ＝ 0.25 

         0.5（2－１のけた） ＝ 1 … 0.5×1 ＝ 0.5 

 よって，0.5＋0.25＝0.75 となります。 

 

問 2 

解答：ア 

解説： 

 けたあふれはないものと仮定すると，2進数 mを左に nビットシフトした結果は，もとの

数値の 2ｎ倍になります。したがって，2倍，4倍，8倍などの 2の n乗倍の計算は，シフト

演算のみで代用可能です。 

 また，例えば値を 3 倍にしたい場合，3 倍＝2 倍＋1 倍となり，2 進数 m を左に 1 ビット

シフトした値（mの 2倍の値）と，mの 1倍（すなわち mそのもの）の値を加算すればよい

ことになります。 

 したがって，非負の 2進数 b1b2…bnを 2 倍した（左に 1ビットシフトした）値＝b1b2…bn0

と，b1b2…bnとを加算した値（ア）が適切です。 

 

問 3 

解答：イ 

解説： 

 変数に割当て可能なビット列の大きさは有限です。したがって，浮動小数点演算におい

て，表現できる数値の範囲や有効けた数は限られています。よって，例えば 1／3＝0.333333

…のような無限小数を表現する場合には， 下位けたより小さい部分について四捨五入や

切上げ，切捨てを行わざるを得ないことになります。このような操作によって生じる誤差

を丸め誤差といいます。 

 ア … オーバフローの説明です。 

 ウ … 情報落ちの説明です。 

 エ … けた落ちの説明です。 
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問 4 

解答：ウ 

解説： 

 問題文にある「未知数の個数の 3 乗に比例する計算時間がかかる」という記述は，計算

式中の未知数の個数が 2倍になると，計算時間は 2３＝8倍になるということです。よって，

未知数の個数が n倍→計算時間は n３倍になると考えられます。 

 問題文から，未知数の個数が 100 個の 100 元連立一次方程式の計算（計算 X とする）に

は，2秒の計算時間を要しています。よって，未知数の個数が 1000 個（計算 Xの 10 倍の未

知数）の 1000 元連立一次方程式の計算には，計算 Xの 10３＝1000 倍の時間を要することに

なります。すなわち，計算 Xを行ったコンピュータを用いる場合は，2×1000＝2000 秒の計

算時間になります。 

 ただし，問題文より計算Xを行ったコンピュータの4倍の演算速度のコンピュータで1000

元連立一次方程式の計算を行うとのことから，実際には 2000÷4＝500 秒の計算時間になり

ます。 

 

問 5 

解答：エ 

解説： 

 1 個目の玉，2個目の玉を取り出す場合に，赤球が出る確率をそれぞれ求めます。 

 1 個目の玉： 

 袋の中の玉の数は 9 個です。そのうち赤玉は 5 個あるため，5／9 の確率で赤球が取り出

されます。 

 2 個目の玉： 

 取り出した玉は元に戻されないため，2 個目を取り出す際には 袋の中の玉の数は 8 個で

す。1 個目で赤球が取り出されたと仮定すると，赤玉は残り 4 個のため，4／8 の確率で赤

球が取り出されます。 

 1 個目，2個目とも赤球が取り出される確率は，（5／9）×（4／8）＝20／72＝5／18 とな

ります。 
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問 6 

解答：ア 

解説： 

 2 分探索： 

 2 分探索では， 初は表の全体を探索範囲とし，2回目以降の探索では探索範囲を半分ず

つに縮小しながら探索を進めていきます。したがって，例えば表の要素数が 16 個の場合， 

      探索範囲の要素数 

  1 回目 … 16 個 

  2 回目 … 8 個 

  3 回目 … 4 個 

  4 回目 … 2 個 

  5 回目 … 1 個（←この時点で探索終了） 

となり， 大でも 5 回，平均すると約 4 回程度で探索が終了します。16＝2４のため，表の

要素数が 16 個の場合，おおよそ log216＝4 回の平均探索回数で探索できます。 

 よって，表の要素数が n個の場合，実行時間のオーダは log2n となります。 

 線形探索： 

 線形探索では，表の先頭から順に探索を行います。よって， 小で 1 回（表の先頭の要

素で探索終了した場合）， 大で n回（表の 後の要素で探索終了した場合）の探索回数に

なり，探索回数の平均が約 n／2＝0.5×n 回になります。0.5＝定数のため，線形探索の探

索回数のオーダは nとなります。 

 ハッシュ探索： 

 ハッシュ表では，表にデータを格納するときに，データの値をもとに格納場所を決定し

ます。したがって探索するデータの値が判明していれば，格納場所も即座に確定すること

になり，ハッシュ表に格納されているデータの総数にかかわらず，平均して 1 回だけの比

較で格納場所が判明します。ただし，衝突（異なるデータについてそれぞれの格納場所が

一致してしまうこと）が起こった場合には，別の場所にデータが格納されるためその発見

に時間がかかるようになります。しかし，問題文の「衝突の回数が無視できるほど小さい」

という記述から，衝突については無視できます 

 よって，ハッシュ検索では実行時間のオーダは 1となります。 
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問 7 

解答：エ 

解説： 

 プログラム Proc を，図の 2分木の 上位のノード“＋”から順に適用していき，その様

子をトレースします。 

 Proc（ノード“＋”） 

 1. ノード“＋”には左の子（ノード“a”）が存在するため，Proc（ノード“a”）を呼び

出す。 

   Proc（ノード“a”） 

    1. ノード“a”には左の子は存在しない。 

    2. ノード“a”には右の子は存在しない。 

    3. ノード“a”に書かれた記号aを出力する。 

     → Proc（ノード“a”）は終了し，Proc（ノード“＋”）に戻る。 

 2. ノード“＋”には右の子（ノード“＊”）が存在するため，Proc（ノード“＊”）を呼

び出す。 

   Proc（ノード“＊”） 

    1. ノード“＊”には左の子（ノード“－”）が存在するため，Proc（ノード“－”）

を呼び出す。 

     Proc（ノード“－”） 

      1. ノード“－”には左の子（ノード“b”）が存在するため，Proc（ノード“b”）

を呼び出す。 

       Proc（ノード“b”） 

       1. ノード“b”には左の子は存在しない。 

       2. ノード“b”には右の子は存在しない。 

       3. ノード“b”に書かれた記号bを出力。 

        → Proc（ノード“b”）は終了し，Proc（ノード“－”）に戻る。 

     …  

     …  

     …  

     …  

     …  

     …  

 

 上記のトレース結果の下線部に注目すると，aの後に bが出力されているため， 終的な

出力結果は“ab……”のようになるはずです。よって，正解はエのみと判明します。 
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問 8 

解答：イ 

解説： 

 関数 f(x)と g()に着目すると，f(x)では配列 A の添字を指定する変数 p を 1 増加させて

おり，g()では変数 pを 1減少させています。一般的なスタックでは，以下の操作が実現さ

れています。 

 ・プッシュ操作 

 スタックポインタを現在の値から 1 増加または減少させた後に，データをスタックポイ

ンタの位置に積む。 

 ・ポップ操作 

 現在のスタックポインタの値の位置に存在するデータを返却し，スタックポインタの値

を 1減少または増加させる。 

 関数 f(x)の処理内容を検証すると，“p＝p＋1”（スタックポインタ pの位置を 1増加させ

る）や“A[p]＝x”（データ x をスタックポインタ p の位置に積む）という処理を行ってい

るため，関数 f(x)はスタック操作となります。また，関数 g()の処理内容を検証すると，“x

＝A[p]”（スタックポインタ pの位置のデータを，返却用の変数 xに代入する）や“p＝p－

1”（スタックポインタ p の位置を 1 減少させる）という処理を行っているため，関数 g()

はスタック操作となります。 

 よって，このデータ構造はスタックです。 

 

問 9 

解答：ウ 

解説： 

 2 分探索法により，配列からデータを探し出す処理の流れ図です。 

 2 分探索法では，以下の変数を用いて配列の探索位置を算出します。 

  ・配列の探索対象範囲の先頭の添字を格納する変数（この問題では，変数 lo が相当す

る）。 

  ・配列の探索対象範囲の末尾の添字を格納する変数（この問題では，変数 hi が相当す

る）。 

  ・配列の探索位置の添字を示す変数（この問題では，kが該当する）。 

 配列の探索位置 kは，本問では(lo + hi)/2（小数点以下切捨て）という計算にて求めて

います。探索処理内の 初の繰返しでは，kは配列の中心位置になります。 

 そして，配列から取り出したデータ（流れ図中の A(k)）と，探索しているデータ（x と

する）が一致しないとき，以下の措置をとります。 

 ・A(k)＜x ならば，配列の中で A よりも値の小さい範囲（A(lo)～A(k)）には探索してい

るデータが存在することはありえないので，lo ← k + 1 とする。 
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 ・A(k)＞x ならば，配列の中で A よりも値の大きい範囲（A(k)～A(hi)）には探索してい

るデータが存在することはありえないので，hi ← k - 1 とする。 

 以上より，空欄 a, b に入る適切な式にあてはまるのは，解答群ウのみとなります。 

 

問 10 

解答：イ 

解説： 

 問題文の関数 F(x, y)の定義に従って，F(231, 15)の値を求めます。 

   F(231, 15) … y は 0 ではない。 

    231 mod 15 ＝ 231 を 15 で割った余り ＝ 6 

   → F(15, 6)を呼び出す 

   F(15, 6) … y は 0 ではない。 

    15 mod 6 ＝ 15 を 6 で割った余り ＝ 3 

   → F(6, 3)を呼び出す 

   F(6, 3) … y は 0 ではない。 

    6 mod 3 ＝ 6 を 3 で割った余り ＝ 0 

   → F(3, 0)を呼び出す 

   F(3, 0) … y は 0 なので，このときの x＝3が戻り値として返却される。 

 なお，この関数はユークリッドの互除法（2つの数値の 大公約数を求める方法）を，再

帰関数として表現したものです。 

 

問 11 

解答：イ 

解説： 

 パイプライン制御では，処理回路を複数用意して命令の各ステップを同時に実行可能に

し，複数の命令を並行して実行することで全体的な処理時間を短縮します。 
 仮に命令のステップの個数を 5 とし，各ステップの名前を A，B，C，D，E とおくと，パ

イプライン制御では図のように処理が行われます。ここで，命令の総数＝Iとします。なお，

「パイプラインの深さ」とは，同時に実行できる命令の数のことです。詳しくは図の破線

囲みの部分を参照してください。また，「パイプラインピッチ」とは，命令の 1つのステッ

プの実行時間を意味します。 
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 I1 2 3 4 5

… 
  命令 

 

１ A B C D E         

２  A B C D E        

３   A B C D E       

４    A B C D E      

５     A B C D E     

…         … … … …    

N         A B C D E 

この時点で，同時に 5個の命令を一度に実行していると

考えられるため，パイプラインの深さ＝5 となる 

 
 
 
 ここで，図の下向き三角は，各命令の 後のステップ（E）が完了したタイミングを表し，

三角の上の数字はその命令の番号を示します。 

 図より，以下の事項が読み取れます。 

 (1) 初の命令である命令 1は，5ステップ分の時間で完了する。 

 (2) 命令 2以降は，前の命令が完了してから 1ステップ分の時間で完了する。 

 (2)のようになる理由は，パイプライン処理により，各ステップが並行して実行されてい

るためです。 

 よって，命令 1，及び命令 2 から命令 20 までを実行するのに要する時間は，それぞれ以

下のようになります。 

  命令 1（ 初の命令）：完了までに 5ステップ分の時間がかかる。 

  命令 2～命令 20：全て 1ステップ分の時間で完了するので，1×19＝19 ステップの時間

がかかる。 

 以上から，全命令は（5＋19）＝24 ステップ（サイクル）の時間で完了します。 

 ここで，上の式“（5＋19）＝24 ステップ”の数値のうち，5＝パイプラインの深さ＝D，

19＝20－1＝I－1と考えることが可能です。よって，（5＋19）＝（D＋I－1）＝（I＋D－1）

となります。この値に，パイプラインピッチ（1ステップ当たりの実行時間）を乗じた値が，

全命令の実行時間となるため，パイプラインピッチ＝P 秒とおくと，（I＋D－1）×P（解答

群イの式）となります。 
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問 12 

解答：ア 

解説： 

 割込みには，外部割込みと内部割込みの 2種類があります。「外部割込み」は「機器の異

常などの検知」，「DMA 転送などの入出力動作の完了通知」，「未定義の理由による割込み」な

どの，実行中のプログラムとは関係ない外的要因が原因で起こされる割込みです。「0 によ

る除算」，「オーバフロー」，「メモリのアクセス違反」，「SVC 呼出し」など，実行中のプログ

ラムによって引き起こされる割込みを「内部割込み」と呼びます。 

 各解答群の記述より，アは内部割込み，他は全て外部割込みです。 

 

問 13 

解答：イ 

解説： 

 キャッシュメモリの書込み制御方法には，キャッシュメモリへの更新（書込み）を即座

に主記憶に反映させる方式（ライトスルー）と，すぐには反映させない方式（ライトバッ

ク）の 2つがあります。 

 ・ライトスルー方式 

  … キャッシュメモリ書込み時に，キャッシュのページに相当する主記憶のページに

も書込みを行う。書込み時にはキャッシュの高速化の恩恵が得られないが，キャッ

シュメモリと主記憶の内容は常に一致するため，データの整合性が保たれ，実装が

単純ですむ。 

 ・ライトバック方式 

  … キャッシュメモリ書込み時には，キャッシュのページのみに書込みを行う。キャ

ッシュメモリのページがページアウトする際に，主記憶のページに書込みを行う。

同じページに繰返し書込みを行う場合には，高速なキャッシュに連続して書込みが

行われるため，主記憶へのアクセス回数が減少して高速化が期待できる半面，実装

が困難である。また，システム障害によってキャッシュの内容と主記憶の内容が食

い違うこともある。 

 ライトスルー方式の特徴に一致するのは，解答群イの記述のみです。 

 ア … ライトスルー方式では，データをキャッシュメモリと主記憶の両方に同時に書

き込みます。 

 ウ … ライトバック方式では，キャッシュメモリのみに書込みを行います。 

 エ … ライトバック方式では，ミスヒットなどの原因でキャッシュメモリのページが

ページアウトしたときに，主記憶のページに書込みを行います。 
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問 14 

解答：イ 

解説： 

 USB2.0 は，従来の USB1.1 のバージョンアップ版のデータ通信用シリアルインタフェース

です。USB1.1 では存在していなかった高速な通信を実現し， 大 480Mbps までの通信速度

を実現しています。また，データ転送のプロトコルにはアイソクロナス転送（ 低限の帯

域を保証する方式），バルク転送（一定量のデータをまとめて転送する方式），インタラプ

ト転送（一定の周期で少量のデータを転送する方式），コントロール転送（制御用のデータ

転送のための，少量のデータ転送モード）があります。 

 マウスやジョイスティックなどの，単純な入出力機器については，インタラプト転送が

用いられます。 

 

問 15 

解答：ア 

解説： 

 セマフォはプロセス間での同期制御や排他制御に使用される機構です。セマフォは内部

にセマフォ変数をもち，セマフォ変数の値（特定の資源に同時にアクセスできるプロセス

の数）を P操作・V操作で管理します。 

  ・P 操作 … P 操作を実行するセマフォ変数の値から 1減算し，資源を使用し始める。

P操作実行時にセマフォ変数の値がすでに 0になっていた場合は，資源は使

用できないため，そのプロセスは待ち状態に入る。 

  ・V 操作 … 資源を使用し終わったプロセスは，V 操作によりセマフォ変数の値に 1

加算し，他のプロセスに資源を解放する。これにより，待ち状態にあった

他のプロセスが実行可能状態に移されることもある。 

 イ … P 操作が実行されていない限り，V操作は実行できません。 

 ウ … セマフォ変数の初期値が 2 以上（同時に複数のプロセスから使用されてもよい

資源）ならば，V操作が連続実行されることもあります。 

 エ … 複数の資源を扱うプログラムでは，複数の別々のセマフォを扱うこともありま

す。 
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問 16 

解答：エ 

解説： 

 プリエンプティブ方式は，プロセスの実行時にも他のプロセスが割込みによって CPU の

使用権を強制的に奪取し，先に実行させることができるタスク管理方式です。ノンプリエ

ンプティブ方式は，あるプロセスが実行状態に入ると，そのプロセスが自発的に CPU 使用

権を放棄しない限り他のプロセスが割り込むことはできず，CPU を使用し続ける方式です。

プリエンプティブ方式は，実行されるプロセスを OS が強制的に切り替える機能により実現

できます。 

 ア … システム資源はプロセスではなく OS によって管理されます。 

 イ … プロセス切替え時の割込み処理などにより，プリエンプティブ方式の方が，コ

ンテキスト切替え時のオーバヘッドは大きくなります。 

 ウ … 割込みによってプロセッサを使用するプロセスが切り替わるため，特定のプロ

セスがプロセッサを独占することは少なくなります。 

 

問 17 

解答：ア 

解説： 

 セマフォはプロセス間での同期制御や排他制御に使用される機構です。セマフォは内部

にセマフォ変数をもち，セマフォ変数の値（特定の資源に同時にアクセスできるプロセス

の数）を P操作・V操作で管理します。 

  ・P 操作 … P 操作を実行するセマフォ変数の値から 1減算し，資源を使用し始める。

P操作実行時にセマフォ変数の値がすでに 0になっていた場合は，資源は使

用できないため，そのプロセスは待ち状態に入る。 

  ・V 操作 … 資源を使用し終わったプロセスは，V 操作によりセマフォ変数の値に 1

加算し，他のプロセスに資源を解放する。これにより，待ち状態にあった

他のプロセスが実行可能状態に移されることもある。 

 共用される資源にだけセマフォを割り当てて使用することにより，解答群アのように「共

用資源を使用するタスクだけを排他制御の対象に」することが可能となります。共用資源

を使用するタスクが同時に複数実行されないようにするため割込み禁止を用いる方式では，

共用資源を使用しないタスクも割込み禁止によって割込みができなくなることがあり，排

他制御に関係のないタスクも排他制御の対象になることがあります。 

 イ，ウ … デッドロックは資源の獲得順序が互い違いになっているタスク間で発生し

ます。セマフォを用いたとしても，各タスクの資源の獲得順序を考慮する必要が

あります。 

 

 エ … 割込み禁止処理はハードウェアで実行されるため，ソフトウェア上で処理され

るセマフォより高速になります。 
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問 18 

解答：イ 

解説： 

 プロセス A が資源 X を占有している状態で資源 Y を占有しようとし，同時にプロセス B

が資源 Y を占有している状態で資源 X を占有しようとした場合など，各プロセスの資源獲

得（占有）の順序が互い違いになっている場合に，デッドロックが発生します。各資源を

全く同一の順序で獲得しようとしているプロセス同士では，デッドロックは発生しません。 

 よって，解答群イが適切です。なお，タスクの優先順位を操作しても，デッドロックの

発生を防ぐことはできません。あるプロセスが専有している資源を優先度の高い別のプロ

セスが獲得しようとした場合，優先度にかかわらず別のプロセスは待機状態にさせられる

ためです。 

 

問 19 

解答：イ 

解説： 

 スレッドとは，プロセス内で実行される小規模の処理の流れを指します。一般に，1つの

プロセス内には 1 つまたは複数のプロセスが存在しています。Java などのマルチスレッド

処理が可能な言語では，1つのプロセス内で複数のスレッドを同時並行的に実行するプログ

ラムを容易に記述できます。 

 ア … スレッドは複数存在しうるため，1対多の対応となります。 

 ウ … プロセスによって，スレッドが管理されます。 

 エ … スレッドだけでなく，OS の重要な部分を扱うプログラムのプロセスもカーネル

空間で実行されます。 

 

問 20 

解答：イ 

解説： 

 本問の図を以下に示します。 
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 仮に，X，C，F，E，G，Yという経路をとって XY 間を接続すると考えます。このとき，拠
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点 X から拠点 C の間の論理回線数を X→C という形式で表記すると，X→C＝4 となります。

同様に，C→F＝3，F→E＝4，E→G＝4，G→Y＝6となります。 

 C→F の値が も小さい（3）ため，この経路をとった場合の 大論理回線数は 3となりま

す。もし C→Fを 1増加させて 4にすれば，すべての論理回線数が 4以上になるため， 大

論理回線数を 1増やして 4にできます。 

 しかし，CF という経路は解答群に存在しないため，上の考え方と同様にして XY 間のさま

ざまな経路を考えていくと，以下のような経路が発見できます。 

 DA 1
 

2 32
33 

4 
1 1 
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C 

4
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G
2

B 

F

E

3 
2 

2

4

 

YX  

 

 

 

 この経路（X，B，F，E，G，Y）においては，B→Fの値が も小さい（2）ため，この経路

をとった場合の 大論理回線数は 2となります。もし B→Fを 1増加させて 3にすれば，す

べての論理回線数が 3以上になるため， 大論理回線数を 1増やして 3にできます。 

 ほかの経路（AB，ED，FE）は，その論理回線数だけを 1増加させても，Yに達するまでの

別の経路中に論理回線数のさらに小さいものがあるため， 大論理回線数の増加には繋が

りません。 

 

問 21 

解答：ア 

解説： 

 エラーログ取得機能は，エラー発生時のシステムの状態などをログとして取得する機能

です。エラー発生時の状況をログから特定すれば，エラーの原因を早期に確認して適切な

措置を実行できるため，障害から復旧する時間を短くできます。すなわち，MTTR を短くで

きます。 

 イ … 記憶装置のビット誤り訂正機能により，障害によってビット誤りが発生しても

それを修復して，システムを稼働し続けることができるため，MTBF を長くするこ

とができます。 

 ウ … 命令再試行機能は，命令の実行中にエラーが発生した場合に，命令を再度実行

して処理を継続しようとする機能です。この機能により，システムを稼働し続け

ることができるため，MTBF を長くすることができます。 

 エ … 予防保守は，故障しやすい部品を故障発生前に定期点検で取り替えるなどの措

置によって，故障発生までの経過時間をできるだけ長くしようとする保守形態で

す。予防保守では，MTBF を長くすることができます。 
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問 22 

解答：イ 

解説： 

 指数関数 F(t)＝exp(-λt)は，故障発生率λである機器が，稼動開始から t秒間経過した

ときに，故障せずに稼動している確率を表すものです。 

 本問では，故障発生率が 1.0×10－６回／秒の機器が 1,000 台稼動しています。1台の機器

が，稼動から 200 時間（＝200×3600 秒＝720000 秒）経過した時点で故障せずにいる確率

は，前述の式より， 

  F(t) ＝ exp(-1.0×10－６×720000)＝exp(0.72) 

となります。 

 本問の図（グラフ）より，λt＝0.72 の時の F(t)の値は，約 0.5 となっています。よっ

て，1 台の機器は 0.5＝50％の確率で故障せずに残っています。機器は 1000 台存在してい

るので，1000 台×50％＝500 台の機器が，200 時間経過後に故障せずに残っていることにな

ります。 

 

問 23 

解答：ウ 

解説： 

 システムの一部が故障しても，システムの全面的なサービス停止とならないようにする

考え方を，フェールソフトといいます。 
 フェールソフトの考え方を採用しているシステムにおいて，故障した装置を切り離して

システムの運用を継続することを，フォールバックといいます。 

 システムの一部に故障や障害が発生したとき，その影響が安全側に働くようにして，シ

ステムを停止させるなどの措置を取る考え方を，フェールセーフといいます。 

 以上から，ウの組合せが適切です。 
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問 24 

解答：ア 

解説： 

 OSS（Open Source Software，オープンソース・ソフトウェア）とは，プログラムのソー

スコードを無償で公開し，その改良や再配布，派生ソフトウェア改変の許諾などを自由に

行うことのできるように定められたソフトウェアのことです。OSS の正確な定義については，

1998 年に発足した非営利組織 OSI（Open Source Initiative）が公表している文書である

OSD（Open Source Definition）に示されています。 

 OSS の代表としては，Linux などがあります。 

 イ … コンポーネントウェアとは，ソフトウェアを構成するための部品を組み立てて

いくことでソフトウェアなどの開発を行う技術，及びその技術によって作成され

たソフトウェアのことです。 

 ウ … シェアウェアとは，一定の試用期間中は無料で利用可能であり，継続して利用

するには著作者などに代金を支払う必要があるソフトウェアのことです。 

 エ … ミドルウェアとは，基本ソフトウェアと応用ソフトウェアの中間に位置するソ

フトウェアのことで，基本ソフトウェアの機能を利用し，各種の応用ソフトウェ

アが共通で使用する基本的な処理機能を提供しています。 

 

問 25 

解答：エ 

解説： 

 一般のプログラム言語では，変数はメモリ上に確保され，変数への代入はメモリへのス

トア，参照はメモリへのロードによって実現されます。しかし，メモリへのアクセスはレ

ジスタ同士の演算より時間がかかるので，頻繁に使用する変数をメモリではなくレジスタ

に割り付けると，実行速度の向上が期待できます。また，それによって変数の代入時・参

照時にロードストア命令を使用する回数が減るため，コードサイズの縮小も期待できます。 

 よって，「レジスタへの変数割付け」により，コードサイズ 適化と実行速度 適化の両

方が期待できます。 

 ア … 通常のコンパイル処理では，関数を呼び出している部分において，CALL 命令な

どによって関数のコードの存在する部分に処理を移し，関数内の命令を実行しま

す。この方法では，呼び出す関数に与える引数をスタック領域に設定したりする

時間が多少かかるため，「関数のインライン展開」を行って実行時間を短縮するこ

とがあります。 

     関数がインライン展開された場合，その関数が呼び出された箇所に，関数の命

令をすべて直接埋め込みます。関数のインライン展開では，関数呼出しに要する

時間が短縮できる反面，同じ関数を何度もインライン展開すると，そのたびに同
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じ命令がオブジェクトコード上に繰返し現れるため，プログラムの記憶容量は通

常の関数呼出しよりも増加するというデメリットもあります。 

 イ … ループ内不変式とは，以下のようなものが例として挙げられます。 

      for(i=0; i<5; i++) { 

        a = 0;  // ※ 

        x = x + i * 2; 

      } 

     ※の行の式は，for ループの 初の回においても，他の回においても必ず a=0；

という結果になるため，ループ内で実行する意味がありません。このような式を

コンパイル時にループの外に移動させることで，処理時間の短縮になります。し

かし，この方法ではオブジェクトコードの命令数自体は変化しないため，記憶容

量の削減には貢献しません。 

 ウ … 「ループのアンローリング」とは，処理速度向上のためにループ内の命令を展

開する方法です。 

     （A） 

      for(i=0; i<10; i++) { 

        a[i] = i * 5; 

      } 

 

 

     （B） 

      a[0] = 0 * 5; 

      a[1] = 1 * 5; 

      a[2] = 2 * 5; 

         …  

      a[9] = 9 * 5; 

 

     パイプライン処理が可能なプロセッサでは，分岐や繰返しがなく，通常の代入

処理などが連続している場合，パイプラインの特性が 大限に生かせるため，実

行速度が向上します。（A）の for ループを（B）のように展開することで，パイプ

ライン処理による実行速度が向上します。しかし，この方法ではオブジェクトコ

ードの命令数が増加するため，記憶容量の削減には貢献しません。 
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問 26 

解答：イ 

解説： 

 リポジトリは，ソフトウェア開発・保守における設計情報（外部・内部設計などにおけ

るコード設計書や，画面設計などに関する帳票のファイル，及びプログラムのソースコー

ドなど）を一元管理するためのデータベースです。リポジトリにより，過去の要件と類似

するシステムの開発時に，設計の参考となる過去のデータを体系的に検索・抽出すること

が可能となり，設計作業の補助となります。 

 

問 27 

解答：エ 

解説： 

 フラッシュメモリは，電気的に内容を書き直すことのできる ROM（EEPROM – Electrically 
Erasable Programmable ROM）で構成されています。電気的に全部または一部の情報を消し

て書き直すことができ，また書き込んだ情報は電源を入れていなくとも残せるため，補助

記憶装置として使用できます。 

 アは EPROM（Erasable Programmable ROM）の説明です。イは PROM（Programmable ROM），

ウは DRAM の説明です。 

 

問 28 

解答：ウ 

解説： 

 ディジタルシグナルプロセッサとは，ディジタル信号処理に特化して設計されたプロセ

ッサのことです。ディジタル信号処理とは，ディジタル信号で表現された音声や画像など

の音量や色合いなどを変換する処理のことです。 

 ディジタルシグナルプロセッサは，積和演算や浮動小数点演算などを高速に実行するた

めの機能をもっており，画像や音声を表現しているディジタル信号について，その色合い

などを変換する処理（ディジタルフィルタ）を高速に実行できます。 

 ア … ディジタルシグナルプロセッサには，A／D変換機能や D／A変換機能は内蔵され

ていません。A／D変換機能や D／A変換機能は，それぞれ A／Dコンバータや D／A

コンバータによって行われます。 

 イ … ディジタルシグナルプロセッサは，誤り訂正機能を内蔵していないため，通信

制御には適しません。 

 エ … ディジタルシグナルプロセッサは，モデム機能を実現するためのものではあり

ません。 
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問 29 

解答：エ 

解説： 

 機器の外部から与えられる雑音などの，機器の動作を乱す原因となる現象のことを外乱

といいます。機器が行った動作の速度や距離，及びその際の誤差（偏差）などの制御量を

常に検出して制御に反映させるため，予測できないような外乱に強い制御方法のことを，

フィードバック制御といいます。 

 フィードバック制御では，ある瞬間に外乱によって機器の動作に影響が及ぼされ，偏差

が生じた場合にはそれを検出して，次の瞬間に行う操作では，偏差による影響を修正する

ための動作（修正動作）を行うようにしています。したがって，エが正解です。 

 ア … フィードバック制御では，偏差による影響の補償ではなく，修正動作を行いま

す。 

 イ，ウ … フィードバック制御では，制御対象の特性の追従や定義ではなく，偏差の

検出を行います。 

 

問 30 

解答：エ 

解説： 

 動画圧縮・符号化の国際標準規格である MPEG（Moving Picture Experts Group）は，解

像度や符号化速度及び用途によって，MPEG-1 などの複数の規格に分けられます。 

 携帯端末などの，比較的低速な回線用の動画の符号化に用いられる規格は，MPEG-4 です。 

 ア … JPEG は，動画ではなく静止画像の圧縮・符号化方式です。 

 イ … MPEG-1 は，CD-ROM などの蓄積メディア用の圧縮方式で，符号化速度は 1.5M ビ

ット／秒程度となっています。 

 ウ … MPEG-2 は衛星放送や DVD などを対象にした圧縮方式で，数 M～数十 M ビット／

秒程度の高速な符号化速度となっています。なお，高品位テレビ用の MPEG-3 とい

う規格も考案されましたが，現在は MPEG-2 に吸収されています。 

 

問 31 

解答：エ 

解説： 

 X，Y という属性が存在しており，Xと Yの間に「Xという属性の値が決定すると，Yとい

う属性の値がいずれか一つに特定される」という関係があるとき，“X と Y の間には関数従

属性がある”（または，Yは Xに関数従属している）といいます。 

 問題文の図を検証すると，以下の事項が判明します。 

 (1)属性 aから属性 b，c，d，eに矢印が出ているため，属性 b，c，d，eはそれぞれ属性
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a に関数従属する。 

 (2)属性 bから属性 f，gに矢印が出ているため，属性 f，gはそれぞれ属性 bに関数従属

する。 

 (3)属性 b と c が収められた四角から属性 h に矢印が出ているため，属性 h は属性 b と c

の組に関数従属する。 

 これらの事項に示された関数従属の関係を正確に満たすためには，以下の表が必要とな

ります。 

 表 1 {a，b，c，d，e}    … (1)より 

 表 2 {b，f，g}    … (2)より 

 表 3 {b，c，h}    … (3)より 

 よって，解答群エの記述が適切です。 

 ア … この定義では，属性 aと属性 b～eが別々の表に記録されており，属性 aと属性

b～eとの関数従属の関係を示すことができないため，誤りです。 

 イ … この定義では，属性 b，c と属性 h が別々の表に記録されており，属性 b，c と

属性 hとの関数従属の関係を示すことができないため，誤りです。 

 ウ … この定義では，表 2｛b，c，f，g，h｝と表 3｛b，c，h｝に，属性 cが格納され

ています。属性 f，gと属性 bとの関数従属の関係を示すためには，表 2を｛b，f，

g｝とすればよく，表 2 に属性 c などを格納する必要はありません。しかし，表 2

に属性 c が格納されているため，属性 c が重複して複数の表に格納されているこ

とになります。第 3 正規形においては，このような重複は許されないため，誤り

です。 

 

問 32 

解答：ア 

解説： 

 「患者がどの医師の診察も受けることが」でき，かつ当該患者を診察する医師の特定も

できるようにするためには，患者を特定するためのデータ（患者表の患者番号）と，医師

を特定するためのデータ（医師表の医師番号）の両方が，診察表に必要になると推定でき

ます。よって，アの表が適切です。 

 イ … この形式では，医師番号と診察日時しか存在しないため，ある医師が診察を行

った日時は判明しますが，その医師がどの患者を診察したかを表現することはで

きません。 

 ウ … イと同様，この形式ではある医師が診察を行った日時は判明しますが，その医

師がどの患者を診察したかを表現することはできません。 

 エ … この形式では，患者番号と診察日時及び診療科コードしか存在しないため，あ

る患者が診察を受けた日時は判明しますが，その患者がどの医師によって診察さ

れたかを表現することはできません。 
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問 33 

解答：ア 

解説： 

 本問の SELECT 文では，相関副問合せが用いられています。 

 

  SELECT … 

   FROM 表 X 

   WHERE EXISTS ( 

    SELECT * 

     FROM 表 Y 

     WHERE 表X.P = 表Y.P 

     AND  表 Y.Q = 50    ) 

相関副問合せ

この部分が 

主問合せ 
この部分が

図 相関副問合せの例 

 

 相関副問合せでは，主問合せで指定されている表（図の表 X）の先頭から 1行ずつレコー

ドを受け取り，そのレコードの特定の列の値と，副問合せ中で指定されている表（図の表 Y）

の各レコードの列の値とを先頭から比較していきます。 

 例えば，表 Xの先頭のレコードの列 Pの値が 10 である場合，まず副問合せ中の下線の条

件判定で，表 X の先頭のレコードの列 P の値（10）と同じ値の列 P をもつレコードのみが

表 Yから選別されます（もし表 Y中に列 Pの値が 10 のレコードが 1行もない場合，表 Xの

先頭のレコードについてはここで判定を終了します）。そして，さらにそれらのレコードの

中から，WHERE 句の残りの条件（AND 表 Y.Q = 50）によって，列 Qの値が 50 であるレコー

ドだけが残されます。 

 そして，副問合せの条件に当てはまるレコードが表 Y 中に 1 つ以上存在するならば，主

問合せ中の EXISTS 句での判定は「真」となるため， 終的に表 X の先頭のレコードは SQL

文の検索結果として抽出されます。主問合せでは，上記の処理が表 X の全レコードに対し

て繰り返されます。 

 “社員”表から，職務がプログラマである社員が 5 人未満の部署の部署コードを探すた

めの SQL 文としては，以下のものが適切です。 
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主問合せ 
この部分が  SELECT DISTINCT 部署コード FROM 社員 S1 

   WHERE 5 > (SELECT  COUNT(S2.社員番号) FROM 社員 S2 

         WHERE S1.部署コード = S2.部署コード

 

 

         AND  S2.職務 = ‘プログラマ’) 
相関副問合せ

この部分が 
 

 

 この SQL 文では，まず副問合せ中の下線の条件判定で，社員表（S1）の先頭のレコード

の部署コードと同じ値の部署コードをもつレコードのみが，同じ社員表（S2）から選別さ

れます。そして，さらにそれらのレコードの中から，WHERE 句の残りの条件（AND S2.職務 = 

‘プログラマ’）によって，職務がプログラマであるレコードだけが残されます。そのレコー

ドの数を，COUNT(S2.社員番号)によって集計します。 

 集計したレコードの数が 5未満であれば，主問合せの判定（5 > (…副問合せ…)）は「真」

となるため， 終的に社員表（S1）の先頭のレコードは SQL 文の検索結果として抽出され

ます。この処理が，社員表の全レコードに対して繰り返されます。 

 

問 34 

解答：イ 

解説： 

 データベースなどの資源に対して，複数のジョブが同時に参照や更新を行うと，資源中

のデータの値に不整合が生じてしまうことがあります。 
 

ジョブ 1 

60

資源
60

80

値を+20 
する 

読込み

書込み

ほぼ同時に書き込みが行われ，この資源の値は“80”

か“70”のいずれかになる。しかし，本来は 90 と

いう値になるはずである。 

読込み

書込み

?

値を+10 
する 

70

60

ジョブ 2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このような事態を防ぐため，「一つのジョブが資源にアクセスしている 中は，他のジョ

ブからその資源にアクセスさせず，待機させておく」という制御が必要です。この制御を

「排他制御」といいます。 
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 排他制御において，資源にアクセスするジョブは，アクセスの前に資源を“ロック”し

て，他のジョブからのその資源へのアクセス（読取り・書込み）やロックを制限します。

アクセス終了後，その資源のロックを解除し（資源の「解放」とも呼ぶ），他のジョブが資

源にアクセスできるようにします。 
 ロックの種類には，共有ロックと占有ロックがあります。 
  ・共有ロック … 他のジョブからの共有ロックは許容し，占有ロックは排除する。 

  ・占有ロック … 他のジョブからの共有ロック，占有ロックを排除する。 

 解答群の中で，適切なものはイだけです。ジョブ 1 とジョブ 2 は資源 A だけを共用する

ことになります。どちらのジョブも資源 A には共有ロックをするため，同時にロックする

ことが可能です。 

 ア … ジョブ 1 によってすでに資源 A に共有ロックがかかっているため，ジョブ 3 は

資源 Aが解放されるまで待つことになります。 

 ウ … ジョブ 2 によってすでに資源 A に共有ロックがかかっているため，ジョブ 3 は

資源 Aが解放されるまで待つことになります。 

 エ … ジョブ 3 によってすでに資源 A に占有ロックがかかっているため，ジョブ 1 は

資源 Aが解放されるまで待つことになります。 

 

問 35 

解答：ア 

解説： 

 データベースを更新するトランザクションの稼動が長時間続くような場合，更新終了寸

前でトランザクション障害などが発生して，それまでの更新がすべて無効になることがあ

ると，トランザクションを 初からやり直すための時間や負荷が大きくなります。 

 そこで，更新の途中で，現在までに行われた更新情報などをデータベースに反映させる

処置を一定の間隔で行い，トランザクション障害などによるやり直しの手間を削減するこ

とがあります。この処置を行う時刻（間隔）を，チェックポイントといいます。 

 チェックポイントを設定しておくと，トランザクション障害の発生時には， 新のチェ

ックポイント以前に実行された更新内容はデータベースにすでに反映されているため，や

り直す必要はありません。やり直す必要があるのは， 新のチェックポイント以降に行わ

れた更新のみとなります。チェックポイント以降の更新後ログの内容をもとに，更新のや

り直しが行われます。 

 トランザクション障害などの修復に，チェックポイントまで戻って更新後ログの内容を

もとに更新をやり直す修復方法を，「ウォームスタート方式」といいます。 

 イ … この説明はロールバックではなく，ロールフォワードの説明です。 

 ウ … コールドスタート方式では，トランザクションを 初からやり直す方式です。

この方式では，チェックポイントからやり直すことはありません。 

 エ … この説明はロールフォワードではなく，ロールバックの説明です。 
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問 36 

解答：イ 

解説： 

 1000BASE-T は，1000Mbps(1Gbps)の転送速度をもつ LAN の規格です。この規格では，カテ

ゴリ 5の 4対の UTP ケーブルが利用されます。また，伝送 大距離は 100ｍとなります。 

 ア … 大伝送距離が 100m で 2 対の UTP ケーブルを用いるのは，100BASE-TX です。 

 ウ … 大伝送距離が 5km でシングルモード光ファイバケーブルを用いるのは，シン

グルモード光ファイバケーブルを用いた 1000BASE-LX となります。 
 エ … 大伝送距離が 400m でマルチモード光ファイバケーブルを用いるのは，

1000BASE-SX となります。なお，実際には 1000BASE-SX の 大伝送距離は，220～

550m となり，光ファイバのコア径によって異なります。 

 

問 37 

解答：イ 

解説： 

 IEEE802.11b などの通信方式を用いている無線 LAN では，伝送制御手順として CSMA/CA を

使用します。CSMA/CA とは，フレームの衝突をあらかじめ回避するようにフレームの送信を

制御し，伝送路（無線）がすべて他のフレームの送受信に使用されている場合は，アクセ

スポイントなどはフレームの送信を控えて待機する方法をとる制御手順のことです。 

 ア … CDMA（Wideband Code Division Multiple Access) は，携帯電話の無線アクセ

ス方式です。 

 ウ … CSMA/CD は，イーサネット（有線 LAN）での伝送制御手順です。 

 エ … FDMA（Frequency Division Multiple Access）は，周波数分割によって多重化

を行う無線通信方式です。 

 

問 38 

解答：イ 

解説： 

 シリアル回線からインターネットなどに接続するためのプロトコルとして PPP（Point to 

Point Protocol）があります。 

 PPP では，ユーザ認証や送受信データの PPP のフレーム形式へのカプセル化を行います。

そのため，認証プロトコルとして PAP や CHAP などが規定されています。 

 これらのうち，CHAP（Challenge Handshake Authentication Protocol）では，接続先（認

証する側）から送られてきたチャレンジメッセージ（乱数によって生成された，毎回異な

る内容のメッセージ）を，接続元（認証される側）がハッシュ関数にかけ，その結果得ら

れた値であるレスポンスメッセージを接続先に戻します。接続先において，このレスポン
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スメッセージとチャレンジメッセージとを比較することで，接続元の認証を行います。 

 ア … ARP は，あて先のコンピュータの IP アドレスから，そのコンピュータの MAC ア

ドレスを求めるためのプロトコルです。 

 ウ … PAP は，PPP の認証プロトコルの一つで，パスワードとユーザ ID を用いて認証

を行います。 

 エ … PPTP（Point-to-Point Tunneling Protocol）は，2 台のコンピュータ間で情報

を暗号化して送信するためのプロトコルです。 

 

問 39 

解答：イ 

解説： 

 ホスト名に対応する IP アドレスを DNS サーバに問合せ，結果を入手する操作のことを，

「名前解決」といいます。DNS サーバは，IP アドレスとホスト名の対応を示している情報

を格納したデータベースをもっており，ブラウザなどのプログラムからの問合せに対して，

インターネット上の Web サーバなどの名前解決を行います。 

 DNS サーバは，Aレコードというデータに，IP アドレスとホスト名との対応付けを記録し

ます。ホスト名が同じで IP アドレスが異なる Aレコードを複数用意することで，一つのホ

スト名に複数の IP アドレスを対応させることができます。また，IP アドレスが同じでホス

ト名が異なる Aレコードを複数用意することで，複数のホスト名に同一の IP アドレスを対

応させることもできます。 

 ア … 複数のホスト名に同一の IPアドレスを対応させることもできるため，誤りです。 

 ウ … 一つのホスト名に複数の IPアドレスを対応させることもできるため，誤りです。 

 エ … 一つのホスト名に複数の IP アドレスを対応付けることができ，複数のホスト名

に同一の IP アドレスを対応させることもできるため，誤りです。 

 

問 40 

解答：エ 

解説： 

 従来のインターネットなどにおいて使用されてきた IPアドレスを管理しているプロトコ

ルは，IPv4（IP version 4）と呼ばれています。長さ 4 バイト＝32 ビットで構成されたア

ドレス体系で，内部の各ビットはネットワーク部とホスト部に区分されています。 

 近年，インターネット利用者数及び接続機器数が非常に増加しています。これにより，

IP アドレスの枯渇という現象が問題になっています。そこで，次世代の IP アドレスを管理

するプロトコルとして，IPv6 が制定されました。 

 IPv6 では 128 ビットの長さの IP アドレスを用いており，IP アドレスのネットワーク部

とホスト部の区別がなくなっています。また，IPv6 には，プラグアンドプレイ機能が追加
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されたことや，IPsec の認証や改ざん検出機能がサポート必須となり，パケットの暗号化や

送信元の認証などが実現できるようになったなどの特徴があります。 

 ア … IPv6 では，IPv4 のヘッダに存在していた TOS（Type Ob Service）フィールドが

廃止されています。そのため，特定のクラスのパケットに対する資源予約などは

できません。 

 イ … IPv6 では，アドレス空間が 128 ビットに拡張されています。 

 ウ … IPv6 では，IPv4 のヘッダに存在していたチェックサムが廃止されています。 

 

問 41 

解答：ウ 

解説： 

 DNS キャッシュポイズニングとは，DNS サーバに誤った FQDN 情報を送り込み，その DNS

サーバを参照してきた PC の利用者を，本来の Web サーバとは異なる Web サーバに誘導する

攻撃手法のことです。FQDN 情報とは，Web サーバなどのインターネット上の正式名称であ

る FQDN（Fully Qualified Domain Name，完全修飾ドメイン名）と IP アドレスの対応を示

している情報のことです。この攻撃により，有名な Web サイトに偽装した不正な Web サイ

トに利用者を誘導して，個人情報を盗もうとするなどの手口が知られています。 

 DNS キャッシュポイズニングによって，企業の社内の利用者（以下，利用者という）が，

以下のような被害に遭う危険性があります。なお，以下の記述の FQDN や IP アドレスはす

べて架空のものです。 

 ① 利用者が使用しているブラウザが，自社の DNS サーバに，“www.x-sya.co.jp”という

FQDN をもつインターネット上の Web サーバの IP アドレスを問い合わせる。 

 ② 自社の DNS サーバは，当該 Web サーバの FQDN や IP アドレスを管理する外部の DNS サ

ーバに，当該 Web サーバの IP アドレスを問い合わせる。 

 ③ 外部の DNS サーバは，②の問合せに対して，自社の DNS サーバに「“www.x-sya.co.jp”

の IP アドレス＝123.100.100.x」という応答を返す。しかし，このときにインターネ

ット上の攻撃者が，この応答に見せかけた偽の情報（「“www.x-sya.co.jp”の IP アド

レス＝222.1.1.y」）を，先に自社の DNS サーバに返してきた場合，自社の DNS サーバ

は偽の情報を正当な応答として受信してしまう。その結果，自社の DNS サーバに偽の

情報がキャッシュされてしまう。 

 ④ 自社の DNS サーバは，利用者が使用しているブラウザに偽の情報を答えてしまう。そ

の結果，利用者は本来と異なる Web サーバに誘導されてしまう。 

 以上から，解答群ウの記述が適切です。 

 ア … DNS キャッシュポイズニングでは，社外（インターネット上）の DNS サーバに対

して問い合わせることで得られた社外のサーバに関する FQDN 情報が，誤った情報

に差し替えられることになります。「自社の公開 Web サーバ」など，自社が管理し
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ているサーバの FQDN 情報については，社外の DNS サーバに問合せが行われること

はないため，DNS キャッシュポイズニングによって差し替えられることはありませ

ん。 

 イ … DNS キャッシュポイズニングでは，ワームなどの不正なプログラムが用いられる

ことはありません。 

 エ … DNS キャッシュポイズニングでは，電子メールの不正中継などが行われることは

ありません。 

 

問 42 

解答：ア 

解説： 

 内部ネットワークに対する外部（インターネットなど）からの攻撃を検知するためのシ

ステムを「IDS（Intrusion Detection System：侵入検知システム）」といいます。IDS には

「NIDS（ネットワーク型 IDS）」と「HIDS（ホスト型 IDS）」の 2つがあります。 

 ・NIDS 

  ネットワーク中のファイアウォールなどの重要な機器内に設定され，ネットワーク上

を流れているパケットの内容を解析し，攻撃に使用されるタイプのパケットや，挙動の

疑わしいパケットを判別し警告を発する。 

 ・HIDS 

  ネットワーク上の個々のコンピュータやサーバに設定され，自機器に到達したパケッ

トの内容を解析し，攻撃に使用されるタイプのパケットを解析し警告する。 

 NIDS は，ネットワーク内への不正侵入の試みを検知するためのものです。よって，解答

群アが適切な記述となります。また，NIDS は個々のコンピュータに設置されるものではな

いため，サーバ上のファイルの改ざんを検知することはできません（解答群イ＝誤り）。 

 ウ … 実際にネットワークを介してサイトを攻撃し，不正侵入の可否を検査するのは，

ペネトレーションテストの説明です。 

 エ … IDS では，ネットワークからの攻撃を受けたときの損害の大きさを判定すること

はできません。 
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問 43 

解答：イ 

解説： 

 ブラウザから掲示板などの動的なサイトにアクセスする際に，以下のような URL が用い

られることがあります。なお，以下の URL は架空のものです。 

  http://*********.net/****.htm?data=123456 

 “?data=…”は，当該サイトの CGI に対してユーザが送信する情報を記載したものです。

HTTP の GET リクエストを使用すると，URL の末尾にこのような形式でユーザからの送信情

報が掲載される仕組みになっています。当該サイトの CGI は，このデータをもとに動的に

web ページを生成したり，検索処理を行ったりする仕様となっています。 

 ここで，上の“?”以降に，正規のデータの代わりに悪意を持ったスクリプトの文字列を

記述した URL を作成して，他の web ページにリンクとして貼ると，そのリンクをクリック

した場合に，CGI に正常なデータの代わりに不正なスクリプトが与えられることになります。

その結果，不正なスクリプトを内容として含んだ web ページが当該サイト上で生成されて

しまい，そのページをブラウザが参照することで，ブラウザ上で悪意のスクリプトが実行

されてしまう可能性があります。 

 クロスサイトスクリプティングとは，上記の方法を用いて，悪意を持ったスクリプトを

ユーザのブラウザに送り込み，標的サイトにアクセスしたユーザの個人情報をクッキーか

ら盗み取るなどの手法を用いる攻撃方法です。 

 クロスサイトスクリプティングを防ぐには，入力されるデータのサニタイジング（デー

タの文字列に含まれるスクリプトを無効化すること）などの措置が適切です。 

 ア … Web サーバの OS のセキュリティパッチをあてていても，クロスサイトスクリプ

ティングを防止することはできません。クロスサイトスクリプティングでは，不

正なスクリプトがブラウザ上で実行されるためです。 

 ウ … アと同様に，Web サーバに SNMP エージェントを稼動させて攻撃を検知するなど

の方法で Web サーバのセキュリティを向上させても，クロスサイトスクリプティ

ングを防止することはできません。 

 エ … 許容範囲を超えた大きさのデータの書込みを禁止するのは，バッファオーバフ

ローへの対策です。 
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問 44 

解答：エ 

解説： 

 ウイルスの検出には，以下に示す方法が主に用いられます。 

 ・コンペア法（解答群のウに相当） 

 ウイルス感染が疑わしい検査対象と，安全な場所に確保してあるその対象の原本を比較

し，その内容が異なっていればウイルスの感染を検出する方法です。ウイルス感染によっ

て，ファイルの内容が書き換えられて元のファイルと異なる内容になることを利用した方

法です。 

 ・パターンマッチング法（解答群のアに相当） 

 パターンファイル（ウイルスに固有の特徴的なコードをあらかじめ登録しておいた，ウ

イルス定義ファイル）を用いて，検査対象のファイルを検索し，ファイル中に同じパター

ンがあれば感染を検出する方法です。 

 ・チェックサム法／インテグリティチェック法（解答群のイに相当） 

 検査対象に対して「ウイルスではないこと」を保証する情報（チェックサムやディジタ

ル署名）を事前に付加しておき，その情報の内容が変更されているなどの理由で，検査時

にウイルスでないことの保証が得られない場合，ウイルスとして検出する方法です。 

 ・ビヘイビア法（解答群のエに相当） 

 ウイルスの実際の感染や発病の際に発生する動作を監視し，検出する方法です。大部分

のウイルスは，感染または発病時にシステムファイルなどに不正な書き込みを行ったり，

コンピュータ内の情報を外部に不正に送信したりするような動作を行います。そのため，

ウイルスに感染したコンピュータは，普段は使用しないポートを用いた通信を行ったり，

多量のパケットを外部に送出したりするような異常な動作を実行します。このような動作

を検知して感染を検出するのが，ビヘイビア法の特徴です。 

 

問 45 

解答：ウ 

解説： 

 コンピュータフォレンジクス（Computer Forensics）とは，不正アクセスなどのコンピ

ュータ犯罪に対する科学的調査のことで，不正アクセスなどの犯罪に関する証拠（記録・

ログなど）を立証するために必要な情報を保全して収集・分析すること，及びその後の訴

訟などに備えることです。 

 ア … メールサーバを通過するメールをフィルタリングするのは，メールのフィルタ

リングによる不正中継などの防止の説明です。 

 イ … 磁気ディスク装置などを初期化した場合，ファイルの存在は OS から認識されな

くなりますが，ディスク上に格納されていたファイルの内容自体は残り続けます。
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よって，特別なツールを用いて，初期化されていたディスクからデータを盗み出

すことが可能となります。したがって，ディスクを廃棄する際には，無意味な値

などでデータを上書きして復元を防止するのが適切な措置です。この措置は，コ

ンピュータフォレンジクスとは関係がありません。 

 エ … ネットワークやホストに対する外部からの攻撃を検出し，管理者に通報するの

は，IDS（Intrusion Detection System）の機能の説明です。 

 

問 46 

解答：ウ 

解説： 

 IPA が 2010 年に公表した「IPA テクニカルウォッチ：『新しいタイプの攻撃』に関するレ

ポート」において，「脆弱性を悪用し、複数の既存攻撃を組み合わせ、ソーシャルエンジニ

アリングにより特定企業や個人をねらい、対応が難しく執拗な攻撃」を，「この新しいサイ

バー攻撃は2010年の春頃から海外ではAPT(Advanced Persistent Threats)と呼ばれている」

と紹介しています。攻撃者が特定の組織を標的として，複数の手法を組み合わせて執拗に

攻撃を繰り返す手法が APT です。 

 ア … APT では，一つの種類（この説明では DoS 攻撃とそれに類似した DDoS 攻撃）だ

けでなく，複数の手法を組み合わせて攻撃を行います。 

 イ … 興味本位で，公開されている攻撃ツールや脆弱性検査ツールを悪用して攻撃を

行う者のことを，スクリプトキディといいます。 

 エ … マルウェアを不特定多数に感染させるための攻撃の説明です。 

 

問 47 

解答：ウ 

解説： 

 WAF（Web Application Firewall）とは，Web サーバとブラウザの間でやり取りされるデ

ータの内容を監視し，Web アプリケーションプログラムの脆弱性を突く，XSS（クロスサイ

トスクリプティング）や SQL インジェクションなどの攻撃を防御するために用いられる，

特別なファイアウォールのことです。 

 WAF は，Web サーバとブラウザの間に位置し，ブラウザから送信されてきたパケットの内

容を検査することによって，攻撃用パケットを遮断したり無害化したりします。 

 図の構成では，インターネットから SSL アクセラレータまでの通信に HTTPS が用いられ

ています。インターネット上の PC と自社の間で，HTTPS によって暗号化された通信が行わ

れています。WAF には通信を暗号化したり，復号したりする機能はないので，図の aや bの

箇所に WAF を設置しても，通信内容を検査することは不可能です。 

 図の cの箇所に WAF を設置することで，Web アプリケーションの脆弱性を突こうとしてイ
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ンターネットから Web サーバに送信され，同サーバに届く寸前の通信の検査を行うことが

できます。この箇所における通信は暗号化されていないので，WAF によって内容を検査でき

ます。 

 なお，図の dの箇所に WAF を設置すると，Web アプリケーションの脆弱性を突こうとして

送信された通信が Web サーバに届いた後に，通信の検査が行われるので不適切です。 

 

問 48 

解答：ウ 

解説： 

 システムの独立性の高い部分ごとに，設計→プログラミング→テストの工程を何回も繰

り返しながら，開発規模を拡大させていき，プロジェクト失敗の原因となる不確実な点を

次のサイクルで解決しながら，各工程の完成度を高めていく開発手法をスパイラルモデル

といいます。大規模なアプリケーションの開発や，開発経験やノウハウの少ない，新しい

種類のシステムの開発などに適しています。 
 
 

設計 

プログラミングテスト 

テスト・レビューに

より発見された問題

点や新たな要求をフ

ィードバックする 

 
 
 
 
 
 
 各工程の繰り返す様子が渦巻きのようになることから，スパイラルモデルと呼ばれてい

ます。 
 ア … システムの開発全体をいくつかの工程に分割し，各工程の終了を確認してから

次の工程に進む開発手法を，ウォータフォールモデルといいます。 

 イ … スパイラルモデルでは，システムの機能を部分的に開発していくため，すべて

の機能を一度に開発することはありません。 

 エ … ウォータフォールモデルの性質の説明です。ウォータフォールモデルでは，前

工程で発生したエラーを後工程で修復する際に，手戻りが発生するため作業効率

が低下します。 
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問 49 

解答：イ 

解説： 

 ブラックボックステストでは，モジュールの内部構造を確認せず，モジュールへの入力

と出力のみを用いてテストを行うため，モジュールへ入力するテストデータの選別が非常

に重要です。同値分割・限界値分析は，それぞれブラックボックステストでの入力テスト

データの選別方法です。 

 同値分割は，システムの仕様などから「有効な入力値を表す」入力データの集合と「無

効な入力値を表す」入力データの集合を選別し，それらの値の集合（同値クラス）から，

各クラスを代表する値をテストケースとして選びます。 

 限界値分析は，モジュールに入力すると正常処理を行うことが期待される値と，異常処

理を行うことが期待される値との境界値（限界値）から，テストデータを抽出します。例

えば，10 段階評価の成績の入力に関するモジュールにおいて，1～10 までの入力値が正し

い成績の値，0 や 11 などの入力値は誤った値とします。このような場合，成績の入力値を

A という変数に格納し，“A≧1”とコーディングすべきところを“A＞1”とコーディングし

てしまうと，入力値が 1 のデータは誤りとされてしまいます。このようなミスを見つける

ためには，限界値分析が有効です。 

 以上から，解答群イの限界値分析が有効なテストケース設計技法となります。 

 ア … 原因結果グラフとは，原因（システムに対する外部からの操作や入力など）と，

その結果（システムが，原因に対して返す動作・出力内容など）との関係を表す

ための図法のことです。 

 ウ … 同値分割とは，システムの仕様などから「有効な入力値を表す」入力データの

集合と「無効な入力値を表す」入力データの集合を選別し，それらの値の集合（同

値クラス）から，各クラスを代表する値をテストケースとして選ぶ方法のことで

す。 

 エ … 判定条件網羅とは，ホワイトボックステストにおけるテストケース設計技法の

ことです。 

 

問 50 

解答：ア 

解説： 

 内部設計は，外部設計の後に実施されます。内部設計の直前の作業である外部設計にお

いて確定した画面・帳票・データ構造などの設計内容と，内部設計において決めた設計の

内容とに一貫性があるかを確認するため，内部設計書のレビューを行います。また，要求

定義にて定められた要求事項を，設計において満たしているかをこの時点で確認します。 

 イ … 外部・内部，及びプログラム設計など，各種の設計にはいずれも記述の規約（決
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まり）があります。よって，「規約の遵守性の評価」は，各種設計書のレビュー全

体に関連する項目です。 

 ウ … テストデータの仕様確定などは，プログラム設計の終了時点で実施されるもの

です。 

 エ … 外部設計書のレビューの目的です。 

 

問 51 

解答：ア 

解説： 

 ソフトウェア品質特性（ISO9126，JIS X 0129）は，ソフトウェアの品質を評価するため

の基準です。 

 ソフトウェア品質特性には，大きく分けて「機能性」「信頼性」「使用性」「効率性」「保

守性」「移植性」の 6つの性能指標があります。 

 このうち，「機能性」とは，ソフトウェアが指定された条件で利用されるとき，明示的に

必要とされる機能（定められたユーザ要求）及び暗示的に必要とされる機能（暗黙のユー

ザ要求）を提供する能力のことです。よって，アの記述が適切です。 

 イ … 使用性の特徴の説明です。 

 ウ … 効率性の特徴の説明です。 

 エ … 信頼性の特徴の説明です。 

 

問 52 

解答：ア 

解説： 

 ガントチャートは，各作業の予定遂行期間と，実際の遂行期間を横向きの棒グラフで表

したもので，作業の進捗管理や作業予定と実績の対比に用いられます。また，各作業の開

始・終了時点をわかりやすく明示できるという特徴があります。 

 イ … ガントチャートは，各作業の順序やクリティカルパスの把握には適しません。

各作業の順序やクリティカルパスを把握するためには，PERT 図を用いるのが適し

ています。 

 ウ，エ … ガントチャートは，各作業の余裕日数やプロジェクトの総所要日数の計算

には適しません。 
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問 53 

解答：ア 

解説： 

 PERT 図の“クリティカルパス”は，「作業の経路のうち， も時間のかかる経路」を表し

ます。 

 このクリティカルパス上の作業が遅延した場合，その後の全ての作業の開始も遅れてし

まうため，結果としてプロジェクト全体の終了日数が遅れることになります。よって，「ク

リティカルパス上の作業」＝「プロジェクト全体の遅れに直結する作業」といえます。 

 

 ＜例＞ 
 （クリティカルパスは太線で表す） 
 

1 

2 

3 

4

… B,C,D のいずれかが遅れ

れば，作業全体が遅れる。 

B(6)+C(2)+D(7)＝15 日である

作業全体の終了日時は， 

6
作業 B

5

2

作業 E

作業 A 作業 D 

作業 A，B，C が終了した時点

で，作業 D を開始できる 

仮に作業 A の終了が数日遅れても，作業 B，C

すべてが終了する 8 日目までに終了していれ

ば，作業 D は問題なく開始可能である。よっ

て，作業 A は「プロジェクト全体の遅れに直

結する作業」ではない。 

7
4 作業 C 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 54 

解答：エ 

解説： 

 問題文の表 1 の各工程について，全体の工数（40 人月）と工数比率から求められる各工

程の工数（人月），開発要員数，及び必要な期間を求めます。 

 (1) 基本設計 

 基本設計の工数比率は 10％のため，この工程の工数は 40(人月)×10％＝4 人月となりま

す。開発要員数は 2名のため，この工程を 2人で実行すると，4(人月)÷2（人）＝2か月の

期間を要します。 

 (2) 詳細設計 

 詳細設計の工数比率は 20％のため，この工程の工数は 40(人月)×20％＝8 人月となりま

す。開発要員数は 4名のため，この工程を 4人で実行すると，8(人月)÷4（人）＝2か月の

 
 

33 



 

期間を要します。 

 (3) コーディング・単体テスト 

 コーディング・単体テストの工数比率は 30％のため，この工程の工数は 40(人月)×30％

＝12 人月となります。開発要員数は 6 名のため，この工程を 6 人で実行すると，12(人月)

÷6（人）＝2か月の期間を要します。 

 (4) 結合テスト 

 結合テストの工数比率は 30％のため，この工程の工数は 40(人月)×30％＝12 人月となり

ます。開発要員数は 2 名のため，この工程を 2 人で実行すると，12(人月)÷2（人）＝6 か

月の期間を要します。 

 (5) 総合テスト 

 総合テストの工数比率は 10％のため，この工程の工数は 40(人月)×10％＝4 人月となり

ます。開発要員数は 2名のため，この工程を 2人で実行すると，4(人月)÷2（人）＝2か月

の期間を要します。 

 以上から，2＋2＋2＋6＋2＝14 か月の開発期間となります。 

 

問 55 

解答：エ 

解説： 

 LAN に含まれるルータなどのネットワーク機器や，LAN に接続するサーバなどの機器の数

が増加すると，ネットワーク構成が複雑になります。よって，ネットワーク構成を適切に

管理するには，機器管理台帳やネットワーク図などを作成しておくと有益です。また，接

続機器の数などの変更があるたびに，機器管理台帳やネットワーク図などを適切に更新す

る必要があります。 

 よって，エが適切な解答です。 

 ア … ネットワーク構成が複雑になっている状況では，人手に頼るよりもネットワー

ク管理ソフトウェアなどを用いるほうが，管理が容易になります。 

 イ … LAN の中心的な箇所に存在するルータなどを取り外す場合には，ネットワーク全

体に影響が及ぼされることがあるため，業務アプリケーションを停止させるなど

の措置が必要です。しかし，LAN の末端に存在するハブなどを取り外す場合には，

ネットワーク全体には影響が及ばないため，業務アプリケーションを停止させな

くても作業を完遂できることもあります。よって，誤りです。 

 ウ … ネットワークの運用開始後に，当初予期していなかった問題（負荷の増大など）

が発生し，ネットワーク構成の一部を変更しなければならないことがあります。

よって，「運用開始後は構成を変更しない」とすることは，一般には困難です。 
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問 56 

解答：イ 

解説： 

 JIS Q 20000 シリーズは，サービスマネジメントの仕様や実践のための規範を規定した規

格です。 

 供給者とは，顧客にサービスを提供する事業者（サービス提供者）に，ハードウェアな

どの製品やサービスなどを提供する組織・事業者のことです。サービス提供者とは，供給

者から提供された製品やサービスをまとめて，均質なサービスを顧客に提供する組織・事

業者のことです。顧客とは，サービス提供者からサービスを提供される組織などのことで

す。 

 サービスを提供するのは，サービス提供者の役割です。サービス提供者は，供給者のサ

ービスも含めて，責任をもって顧客にサービスを提供する義務があります。 

 ア … 顧客，供給者及びサービス提供者が，同じ組織（内部組織）に所属することが

あります。例えば，ある会社の経理部門がサービス提供者となり，情報システム

部門が供給者となって，情報システム部門が運用する経理システムの機能（サー

ビス）を，顧客（従業者）に対して経理部門（サービス提供者）が提供すること

があります。 

 ウ … 供給者にとっては，サービス提供者は供給者のサービスを提供する顧客とみな

せます。よって，サービス提供者を顧客とみなしてサービスを提供することがあ

るため，誤りです。 

 エ … 供給者がサービス提供者からサービスなどを提供されることはありません。サ

ービス提供者が，供給者からサービスなどを提供されるため，誤りです。 

 

問 57 

解答：ウ 

解説： 

 SLA とは，各種サービスの品質について，そのサービスの利用者と提供者との間でなされ

た合意のことです。例えば，通信サービスの提供者（電気通信事業者など）と利用者の間

で，「提供者は利用者に対して，契約回線のデータ通信の遅延は常に**秒以下に抑えるよう

にサービスの品質を提供する。提供者の責によってその品質が満たされなかった場合は，

当該月の利用料を減殺する」などの契約を結ぶ場合，その契約内容や遅延抑制の目標時間

などが SLA として示されることになります。 

 SLA では，サービスの応答時間や信頼性などが合意の対象項目となるため，ウが正解です。 

 ア … 移植性とは，あるコンピュータ上で稼動するプログラムを，他のアーキテクチ

ャのコンピュータに移植する際の，移植のしやすさを表します。IT サービスマネ

ジメントでは，プログラムの移植などを行うことはないため，SLA の対象項目には
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なりません。 

 イ … 開発生産性とは，システムなどを開発する際の開発効率の良さを表します。IT

サービスマネジメントでは，システムの開発などを行うことはないため，SLA の対

象項目にはなりません。 

 エ … 妥当性とは，システムの機能が顧客の要求仕様と合致しているかどうかを表す

指標です。IT サービスマネジメントでは，顧客は要求に合致したサービスを提供

しているサービス提供者と契約してサービスを利用するため，サービスの利用を

決めた時点で妥当性は十分に満たされていると考えられます。よって，SLA で妥当

性を対象項目にすることはありません。 

 

問 58 

解答：ウ 

解説： 

 IT サービスマネジメントの問題管理プロセスとは，未知のインシデント（システムが停

止する原因となる事象）の発生原因を究明し，それに対する解決策（是正措置）などを考

案し，問題管理プロセスの後に実行されるプロセスに当該解決策を提案することで，イン

シデントの発生を恒久的に防止することを目的としているプロセスのことです。 

 このプロセスでは，システムの稼動状況などの情報からインシデントの原因を求め，同

様のインシデントが今後発生しないようにするために，システムの運用手順を変更するこ

とを提案したり，ハードウェアを増強することを提案したりします。 

 以上から，「システムダウンの根本原因を究明し，抜本的な対応策を策定する」という，

ウの記述が正解です。 

 ア … システムダウンというインシデントから暫定的に復旧させて業務を継続できる

ようにするのは，インシデント管理プロセスです。 

 イ … システムダウンに備えて，復旧のための設計をするのは，IT サービス継続性管

理プロセスです。 

 エ … システムダウンの発生を記録し，関係する部署に状況を連絡するのは，サービ

スデスクです。 

 

問 59 

解答：ウ 

解説： 

 経済産業省が公表している情報セキュリティ監査基準は，情報セキュリティ監査を監査

人が行う際に利用すべき基準となります。 

 情報セキュリティ監査基準に示された，情報セキュリティ監査の目的を示します。 

「情報セキュリティ監査の目的は，情報セキュリティに係るリスクのマネジメントが効果
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的に実施されるように，リスクアセスメントに基づく適切なコントロールの整備，運用状

況を，情報セキュリティ監査人が独立かつ専門的な立場から検証又は評価して，もって保

証を与えあるいは助言を行うことにある。」（情報セキュリティ監査基準より引用） 

 また，情報セキュリティ監査基準には，以下のような記述があります。 

「情報セキュリティ監査基準とは，情報セキュリティ監査業務の品質を確保し，有効かつ

効率的に監査を実施することを目的とした監査人の行為規範である。」（情報セキュリティ

監査基準より引用） 

 すなわち，情報セキュリティ監査基準は，情報セキュリティに関するリスクマネジメン

トの効果的な実施のために組織体が行うコントロール（管理策）の整備・運用状況を，情

報セキュリティ監査人が検証または評価する業務（情報セキュリティ監査業務）の品質を

確保し，有効かつ効率的に監査を実施することを目的とした監査人の行為規範となります。

よって，ウの記述が適切です。 

 ア … 監査人が監査上の判断の尺度として用いるべき基準は，システム管理基準とな

ります。 

 イ … 情報資産を保護するためのベストプラクティスには，内閣官房情報セキュリテ

ィセンター（NISC）が公表している「政府機関の情報セキュリティに関するマネ

ジメント評価ベストプラクティス」などがあります。この記述は，情報セキュリ

ティ監査基準とは関係がありません。 

 エ … 組織体が効果的な情報セキュリティマネジメント体制を構築し，情報セキュリ

ティに関するコントロールを適切に整備・運用するための実践規範は，情報セキ

ュリティ管理基準となります。 
 

問 60 

解答：ウ 

解説： 

 例として，ある顧客の 10 万円の売掛金が，現金で支払われた状況を考えます。この場合，

以下の仕訳が行われます。 

   （借方）            （貸方） 

   現金  100,000         売掛金  100,000 

 売掛金が 10 万円分支払われたため，その分の売掛金勘定が減ることになり，その代わり

に現金 10 万円が増えることになります。よって，10 万円分の入金が入出金管理システムの

入金データとして出力され，売掛金管理システムの売掛金マスタファイルの額が 10 万円分

減少することになります。 

 ここで，入出金管理システムから売掛金管理システムに金額をデータとして受け渡すプ

ログラムのミスにより，入出金管理システムで出力された入金データ＝100,000（円），売

掛金管理システムの売掛金マスタファイルの更新額＝90,000（円）となった場合，仕訳と
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異なる金額が取り扱われたことになります。10 万円分の入金があったにもかかわらず，そ

れに対応する売掛金が 9 万円分しか減少しなかったことになり，金額の食い違いが起きて

しまいます。このような状況では，データ受渡しにおいて完全性，正確性及び網羅性が維

持されていないことになります。 

 このような状況にならないように，入金額や出金額と各マスタファイルの更新金額との

値が，常に一致していることを検証することが必要です。そのために，入金データの入金

額やマスタファイルの更新額の合計値や，入金データ件数の合計値などを検証し，仕訳通

りに処理が行われているかを確認するチェックを行うことになります。このようなチェッ

クを，コントロールトータル（の）チェックといいます。 

 ア … ランツーランコントロールとは，直前の入力または出力の正当性を検証し，以

降の入力や出力の方法を改善していく手法のことです。売掛金管理システムにお

ける入力データと出力結果とのランツーランコントロールを行うことで，売掛金

の増加額または減少額の正当性を検証できます。しかし，マスタファイルの更新

額についてチェックしていないため，データ受渡しにおいての正確性や網羅性を

検証することはできません。 

 イ … マスタファイル更新時のタイムスタンプを検証することで，マスタファイルの

更新のタイミングが適切かどうかを確認できます。しかし，マスタファイルの更

新額についてチェックしていないため，データ受渡しにおいての正確性や網羅性

を検証することはできません。 

 エ … 入出金管理システムの入力のエディットバリデーションチェックにより，入力

された入金データの値の正確性を検証できます。しかし，マスタファイルの更新

額などについてチェックしていないため，データ受渡しにおいての正確性や網羅

性を検証することはできません。 

 

問 61 

解答：エ 

解説： 

 エンタープライズアーキテクチャ（Enterprise Architecture）とは，組織の業務や情報

システムを，政策・業務体系（ビジネスアーキテクチャ），データ体系（データアーキテク

チャ），適用処理体系（アプリケーションアーキテクチャ）及び技術体系（テクノロジアー

キテクチャ）という 4つの体系で分析して，業務や情報システムの 適化などを進めたり，

全体 適化の観点から業務の問題点などを見直したりしようとする技法のことです。 

 エンタープライズアーキテクチャのビジネスアーキテクチャは，ビジネス戦略に必要な

業務プロセス及び情報の流れを，体系的に示したものです。ビジネスアーキテクチャを策

定する際には，業務のプロセスや業務に関する情報の流れを示した図（業務流れ図）や，

データの流れを示した図（DFD，機能情報関連図ともいう）が成果物として得られます。機
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能情報関連図は，業務機能に対して，情報の発生源と到達点，処理，保管，それらの間を

流れる情報を，統一記述規則に基づいて表現したものです。よって，エが正解です。 

 ア … アプリケーションアーキテクチャの策定において作成される，情報システム関

連図の説明です。 

 イ … ビジネスアーキテクチャの策定において作成される，機能構成図の説明です。 

 ウ … データアーキテクチャの策定において作成される，情報体系整理図の説明です。 

 

問 62 

解答：イ 

解説： 

 情報システムが地震などの災害や大規模停電などの障害に見舞われても，可能な限り早

期にシステムを復旧させ，業務を再開するために日ごろから立てておくべき計画のことを，

事業継続計画（Business Continuity Plan，BCP）といいます。 

 BCP における目標復旧時間は，災害によって業務が停止した場合に，代替のシステムなど

に切り替えることで，業務の停止が深刻な被害をもたらす前に業務を再開する目標時間で

す。すなわち，業務の停止が深刻な被害とならないために許容される時間のことです。 

 

問 63 

解答：ア 

解説： 

 UML（Unified Modeling Language）は，システム開発（特に，Java 言語などのオブジェ

クト指向言語による開発において有効）における，システムの構成や処理の流れなどを統

一的な図法で表現するために開発された表現形式です。 

 UML の代表的な図の名称と説明を以下に示します。 

 シーケンス図 

  … システムに存在するオブジェクト間でやり取りされるメッセージなどを，処理の

時系列に表記したものです。オブジェクト間のメッセージによる相互作用を表現で

きる図であり，システムの動的な振る舞いを記述できます。 

 クラス図 

  … システムに存在するさまざまな構成要素（クラス）がもつデータやメソッドの定

義と，各クラス間の相互関係を表現します。 

 コンポーネント図 

  … 処理ノード（コンピュータやサーバなど）と，それらのノード上で動くコンポー

ネント（システム，プログラムなど）の実行時の構成を静的に表します。 

 ユースケース図 

  … 利用者の視点から見た，システムが備えているべき機能・性能を要件としてまと
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めたものです。 

 配置図 

  … システムを構成するコンピュータと，システムの稼動時に各コンピュータ上で動

作するプログラムの名称などを示すためのものです。 

 コミュニケーション図 

  … オブジェクト間のメッセージの流れと，各オブジェクト間の関連を示すものです。

この図を用いることで，機能要求を実現するための各オブジェクトの作業分担を適

切に記述できます。 

 状態マシン図（ステートマシン図） 

  … システムの稼動時にとりうる状態と，その遷移についてまとめたものです。状態

遷移図に近い構成となっています。 

 以上から，アが正解です。 

 
問 64 

解答：ウ 

解説： 

 非機能要件とは，システムの使いやすさや処理性能・処理効率の高さ，処理時間の早さ，

及び障害発生時の復旧時間の早さなど，要件定義の段階で定義される機能や要件とは直接

の関係がない,システムの利用状況に関する各種の要素のことです。 

 各解答群のうち，非機能要件に関するものはウ（システムの操作性）です。ウ以外はす

べてシステムの機能に関連する要素なので，機能要件です。 

 
問 65 

解答：イ 

解説： 

 投資判断においては，「キャッシュフロー」，「PV（現在価値）」，「NPV（正味現在価値）」

などの用語が用いられます。これらの概要を示します。 

 ・キャッシュフロー 

 「キャッシュフロー」とは，現金の流れを意味し，企業の経営活動によって，現金また

はそれに類するものとして得られた収入から，支出を減算したものを表します。 

 ・PV（現在価値） 

 PV（Present Value）とは，各年度のキャッシュフローとして得られる金額を，現在の価

値に換算した金額として評価したものです。 

 例として，現金 100 万円を持っている場合を考えます。この現金 100 万円を金利 3%の条

件で銀行などに預けた場合，1 年で 3％＝3 万円の利子が付加されるため，1 年後には 100

万円から 103 万円に増えることになります。 
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 よって， 

  （現在）100 万円 … （1年後）103 万円 

となることから，「1 年後の 103 万円は，現在の価値に換算すると 100 万円である」と考え

ることができます。 

 現在の 100 万円に 3％の利子を加えた値が 1年後の 103 万円になるので， 

   100×（1＋0.03）＝103 

 → 100＝103／（1＋0.03） 

となります。PV を求めるときは，現金に付加される利子を割引率とします。n 年後のキャ

ッシュフローを（1＋割引率）nで割った値が，そのキャッシュフローの PV になります。将

来得られる Y 万円のキャッシュフローは，現在の価値に換算すると X 万円（X＜Y）の価値

とみなすことができます。 

 1 年目から 3年目までの各キャッシュフローの現在価値は，次の式で表せます。 

  1 年目の PV： 

   ・1 年目のキャッシュフロー＝F1 

   ・1 年目の分母＝1＋割引率＝1＋r＝（1＋r）1 

    F1／（1＋r）1 

  2 年目の PV： 

   ・2 年目のキャッシュフロー＝F2 

   ・2 年目の分母＝（1＋r）2 

    F2／（1＋r）2 

  3 年目の PV： 

   ・3 年目のキャッシュフロー＝F3 

   ・3 年目の分母＝（1＋r）3 

    F3／（1＋r）3 

 ・NPV（正味現在価値） 

 NPV（Net Present Value）とは，1年目（1年目）から n年度（n年目。n＝キャッシュが

得られる想定期間）までのキャッシュフローの PV を合計し，そこから初期投資額を減じた

ものです。 

 本問の表の各シナリオについて，割引率 r を 5％＝0.05，期間を 3 年間として，PV の合

計を求めます。 
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回収額 PV 
シナリオ 

1 年目 2 年目 3年目 1年目 2年目 3年目 
PV の合計 

A 40 80 120 38.1 72.6 103.7 214.3 

B 120 80 40 114.3 72.6 34.6 221.4 

C 80 80 80 76.2 72.6 69.1 217.9 

投資をしない 0 0 0 0 0 0  

 

 上の表及び本問の表から， 

 シナリオ Aの NPV＝214.3－220＝－5.7 

 シナリオ Bの NPV＝221.4－220＝1.4 

 シナリオ Cの NPV＝217.9－220＝－2.1 

 投資をしない場合の NPV＝0－0＝0 

となるので， も投資効果の大きいシナリオは Bです。 

 
問 66 

解答：ウ 

解説： 

 ERP（Enterprise Resource Planning）は，企業の各種活動（生産，製造，物流，販売，

人事など）におけるプロセス（ビジネスプロセス）についての情報を一元管理して有効か

つ総合的に利用することによって，経営効率を 大限に向上させようとする活動のことで

す。ERP を効率的に導入するために，ERP ソフトウェアパッケージが用いられます。ERP ソ

フトウェアパッケージには，人事管理用ソフトや会計管理ソフトなどがあります。 

 ア … 営業活動に IT を活用して顧客満足度などの向上を目指す手法や概念は，SFA

（Sales Force Automation）です。 

 イ … 卸売業・メーカが小売店の経営活動を支援することで自社との取引量の拡大に

つなげる手法や概念は，リテールサポートです。 

 エ … 消費者向け，及び企業間の取引をインターネットなどの電子的なネットワーク

を活用して行う手法や概念は，EC（Electronic Commerce，電子商取引）です。 
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問 67 

解答：ウ 

解説： 

 企業の経営状態の健全性や収益性などを示すための財務指標には様々な種類があります。

ここでは，各解答群に示された比率について説明します。 

 固定比率（ア）： 

 固定比率は，自己資本に対する固定資産の割合を指します。この比率が大きいほど，資

本の中で固定資産の占める割合が大きく，現金などの流動資産の占める割合が小さいとい

えます。 

 自己資本比率（イ）： 

 自己資本比率は，総資本（他人資本（負債）＋自己資本）に対する自己資本の割合です。

この比率が小さいと，経営の根本を負債に大きく頼っていることになり，問題のある状態

となります。 

 総資本利益率（ウ）： 

 総資本利益率は，総資本に対する利益の割合です。この値が大きいほど，収益性が高い

ことになります（ウ＝正解）。 

 流動比率（エ）： 

 流動比率は，流動負債に対する流動資産の割合です。この値が大きいほど，安全性が高

いことになり，解答群エの説明は誤りです。 

 

問 68 

解答：ウ 

解説： 

 商品の販売単価が 5千円のため，10,000 千円（売上高）÷5千円＝2,000 個の商品が，当

期に販売されたことになります。また，6,000 千円（変動費）÷2,000 個＝3 千円となり，

商品 1個当たりの変動費は 3千円となります。 

 販売単価－変動費＝5 千円－3 千円＝2 千円となり，商品 1 個当たりの貢献利益＝2 千円

となります。来期の販売個数＝X個とおくと，貢献利益＝2×X（千円）となります。この貢

献利益から固定費 2,000 千円を減じた値が，来期の利益となります。来期の利益が当期の

利益の 2倍（2×2,000 千円＝4,000 千円）となるためには， 

 来期の利益＝2×X－2,000＝4,000 

 → 2×X＝4,000＋2,000 

 → X＝6,000／2＝3,000 

となり，Xは 3,000 個となります。 
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問 69 

解答：エ 

解説： 

 原価計算では，取り扱う商品の在庫数の増減などが売上原価にどのように影響するかを，

適切に評価する必要があります。この評価について，「先入先出法」などの方法が定められ

ています。 

 原価の評価方法の一つである先入先出法では，「先に入荷された（仕入れた）商品ほど，

先に売れていく」という考えで在庫数の評価を行います。例えば，ある月の期首在庫数が 3

個で，その月の 3日目に 10 個，18 日目に 6個の仕入れがあったとします。その月のうちに

合計 12 個の売上があったとすると，先入先出法では「先に入荷していた商品」から先に売

れていくと考えるため，期首の 3個＋3日目に仕入れた 10 個のうち 9個（計 12 個）が，こ

の月のうちに売れた商品とみなされ，残りの3日目の10個のうちの1個＋18日目の6個は，

期末まで在庫として残ったと考えます。 

 

 ＜先入先出法＞ 

 
売れたもの期首 

 
3 日目 

 

期末在庫 18 日目  

 

 すべての商品を常に同じ仕入れ値で仕入れている場合は，どのような評価方法でも在庫

の評価額には変化はありません。しかし，問題文のように，仕入れた日付によって仕入れ

値が異なるような場合は，先入先出法と他の評価方法とでは在庫の評価額が異なってきま

す。 

 ここでは，期首商品の単価＝90 円，3 日目仕入れの商品の単価＝100 円，18 日目仕入れ

の商品の単価＝120 円と仮定して，上の例について考えます。 

 先入先出法では，期末在庫として残る商品は，3日目の 10 個のうちの 1個と 18 日目の 6

個だけですので，期末在庫評価額は 100×1＋120×6＝820 円となります。 

 しかし，後入先出法（後に仕入れた商品ほど先に売れるものとする）で評価する場合は，

期末在庫として残る商品は，期首の 3個と 3日目の 10 個のうちの 4個だけですので，期末

在庫評価額は 90×3＋100×4＝670 円となります。 
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 ＜後入先出法＞ 

 
期末在庫 期首 

3 日目 

18 日目 

 

 

 

売れたもの 
 

 

 

 問題文では，4 月中に売上（払出し）のあった個数は合計 60 個となります。これを先入

先出法で評価する場合は，期末の在庫に残る商品は 7日分の 30 個のうちの 20 個と 10 日分

の 10 個だけとなるため，期末在庫評価額は 140×20＋110×10＝3,900 円となります。 

 

問 70 

解答：ウ 

解説： 

 ABC 分析では，売上高の合計が全売上高の 70％程度を占める商品群を A グループ（重要

な商品群）として重点的に管理し，残りの商品群は B（中間的な商品群），C グループ（あ

まり重要でない商品群）として管理します。また，問題文のような不良品の個数の管理な

どの状況においても同様に，不良品の個数の合計が全不良品の個数の 70％程度を占める製

品群について，A群として管理します。 

 問題文の表の各製品について，不良品の個数が多いものから順に不良品の個数の累計を

取ると，製品 Pから製品 Tまで累計値を取った時点で，182（製品 P）＋136（製品 Q）＋120

（製品 R）＋98（製品 S）＋91（製品 T）＝627 となり，不良品全体の個数（875）の 70％（612.5

個）を超えます。よって，A群となるのは製品 Pから製品 Tまでの 5製品となります。 

 

問 71 

解答：ウ 

解説： 

 PDPC 図（過程決定計画図，Process Decision Program Chart）は，1968 年に当時の東京

大教授によって開発された問題解決のための図法です。この図は，計画の開始から 終結

果にいたる過程や手順を，時間の推移に従って矢印で結んだ図であり，目的に至るまでの

プロセスを整理しながら，これまでの経験を生かして未知の状況を予測し，試行錯誤を避

けられない状況における 適策（適切な対応手順）の検討や，問題点の所在などを確認す

る場合に活用されます（図の詳細や作成方法は，複雑になるため省略します）。 

 ア … アンケートなどで得られる言語データを，意味の近さに注目して意味の近いも

の同士を統合して，言語データを要約する手法は，関連図法です。 
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 イ … 工程の開始から完了までの各作業を，それぞれの関係を保ちながら時系列に並

べて矢印で結んだ図は，PERT 図またはアローダイアグラムです。この図法は，あ

る作業に遅れが生じたときの全体日程への影響を把握したり， 短日数を算出し

たりするのに役立ちます。 

 エ … 左端に も大きな目的を，その右側に目的を達成するための手段を書いて，目

的と手段の連鎖を展開して右端を 終手段である実施項目とする図は，系統図法

です。 

 
問 72 

解答：イ 

解説： 

 散布図は，2つのデータ間の相関関係について調べるための図法です。相関関係とは，「あ

るデータ X の値が増減するとき，データ Y の値もそれに対応して増減する」という関係の

ことです。 

 散布図では，データ X及び Yを横軸・縦軸にとり，得られたデータの X，Yのそれぞれの

値をグラフ上に点としてプロットしていきます。プロットした結果の点の集合が右肩上が

りになっていれば，「正の相関」があるということになります。逆に，結果の点の集合が左

肩上がりになっていれば，「負の相関」があるということになります。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
       正の相関             負の相関 

x 

y y

x

 
 なお，プロットした結果の点の集合がばらばらになっている場合は，2つのデータ間に関

係がさほど存在しないということになります。このような状態を「相関がない」といいま

す。問題文の状況では，プログラムのステップ数を x，ステップ当たりのエラー数を yとし

て，分析することになると推測できます。 

 ア … 系統図とは，左端に も大きな目的を，その右側に目的を達成するための手段

を書き，目的と手段の連鎖を展開して右端を 終手段である実施項目とする図の

ことです。 

 ウ … 特性要因図は，ある結果の原因と考えられる要因を，類似しているものが近接
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するようにして分類・整理し，系統立てて整理した図法です。形が魚の骨に似て

いることから，フィッシュボーンとも呼ばれています。 

 エ … パレート図は，各項目の値を表現する棒グラフと，項目の累計値を表現する折

れ線グラフを組み合わせた図法です。項目全体のうち，重要な項目がどれである

かを明確にするために用いられます。 

 

問 73 

解答：イ 

解説： 

 A 社から出発して B 社，C 社，D 社を 1 回ずつ訪問するための経路は，以下の 6 通りとな

ります。 

 (1) A→B→C→D→A 

 (2) A→B→D→C→A 

 (3) A→C→B→D→A 

 (4) A→C→D→B→A 

 (5) A→D→B→C→A 

 (6) A→D→C→B→A 

 これらすべての経路について，所要時間の合計を問題文の表から求めます。 

 (1)：20＋50＋30＋40＝140 分 

 (2)：20＋25＋30＋35＝110 分 

 (3)：35＋50＋25＋40＝150 分 

 (4)：35＋30＋25＋20＝110 分 

 (5)：40＋25＋50＋35＝150 分 

 (6)：40＋30＋50＋20＝140 分 

 以上から，所要時間が 短となるのは，(2)または(4)の経路（110 分）となります。 

 
問 74 

解答：ウ 

解説： 

 問題文の表などをもとに，線形計画法の計算式を立てます。 

 ・製品 Mの製造個数＝m 

 ・製品 Nの製造個数＝n 

 ・機械 Pの月間稼働可能時間＝200 時間＝12,000 分 

  → 12,000 ＝ 30m＋15n … (1) 

 ・機械 Qの月間稼働可能時間＝200 時間＝12,000 分 

  → 12,000 ＝ 20m＋30n … (2) 
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 (1)，(2)の式から以下のグラフを導けます。このグラフの②，①，③を結ぶ線，及び m

軸と n軸で囲まれた範囲の m及び nが，問題文の制約条件にて製造可能な個数となります。 

 

 

20m＋30n≦12000

400 

0 800 400 

② 
30m＋15n≦12000

① 

③ 

n

m
 
 
 600 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 上のグラフの交点①の座標は，以下の方法で導けます。 

  24,000 ＝ 60m＋30n … (1)×2 

 -)12,000 ＝ 20m＋30n … (2) 

  12,000 ＝ 40m 

 ∴ m ＝ 300 

 → (2)の式に m＝300 を代入すると，n＝（12,000－6,000）/30＝200 

 ・①（m＝300，n＝200）での利益 

   2,500×300＋3,000×200＝1,350,000 

 ・②（m＝400，n＝0）での利益 

   2,500×400＋3,000×0＝1,000,000 

 ・③（m＝0，n＝400）での利益 

   2,500×0＋3,000×400＝1,200,000 

 よって，①の状態での利益が 大となり，解答は 135 万円（ウ）が適切です。 
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問 75 

解答：エ 

解説： 

 EC（Electronic Commerce）とは，インターネットなどのネットワークを利用して，商品

の売買契約や取引などを行う商形態のことです。 

 EC には，「BtoB（Business to Business）」，「BtoC（Business to Consumer）」，「CtoC（Consumer 

to Consumer）」の 3つの取引形態があります。BtoB は企業間の取引，BtoC は企業と消費者

間の取引，CtoC は消費者同士での取引を指します。 

 解答群のうち BtoC に該当するのは，「バーチャルモール」（エ）となります。一般的に，

バーチャルモール（インターネット上での仮想店舗）では，バーチャルモールを展開して

いる店舗（企業）が，一般消費者に対して商品などの販売を行うため，BtoC となります。 

 ア（CALS）やイ（Web-EDI）は，EC とは関係のない記述です。ウ（バーチャルカンパニー）

は，コンピュータシステム上で構築した仮想の企業を作成し，その中で企業運営や電子商

取引などを体験する教育形態のことです。 

 

問 76 

解答：ア 

解説： 

 労働者派遣法では，「派遣労働者」，「派遣先事業主（企業）」，「派遣元事業主（企業）」の

三者間の関係を以下の図のように定めています。 
 
 派遣労働者 

派遣元事業主 

雇用関係 

派遣先事業主 

命令関係

指揮  
 
 
 

労働者派遣 
契約関係  

 
 派遣先事業主と派遣元事業主との間で「労働者派遣契約関係」が締結され，派遣先事業

主の依頼に応じて，派遣元事業主が雇用している派遣労働者を派遣先事業主に派遣します。

派遣労働者は，派遣先事業主の指揮命令下で業務を行います。 
 一般に，企業の指示（指揮命令）によって開発されたプログラムは，プログラマ個人で

はなく企業に著作権が帰属します。よって，派遣先企業の指揮命令下で開発されたプログ

ラムは，派遣先企業に著作権が帰属します。 
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問 77 

解答：ウ 

解説： 

 わが国の特許法では先願主義を採用しており，同じ発明について二つ以上の出願が異な

る日にあった場合には， も先に出願した者がその発明に対する特許権を得ることになり

ます（特許法第 39 条の「同一の発明について異なつた日に２以上の特許出願があつたとき

は， 先の特許出願人のみがその発明について特許を受けることができる」から）。 

 よって，ウが適切です。 

 ア … 特許法では，同一特許出願が競合した場合には，抽選で選ばれた者ではなく，

も先に出願した者に特許権が与えられます。 

 イ … 特許の出願実績の多さは，同一特許出願が競合した場合に考慮されることはあ

りません。 

 エ … 同一特許出願が競合した場合には， も先に出願した者に特許権が与えられま

す。他の者より先に発明していても，出願が他の者より遅れた場合には，特許権

は与えられません。 

 

問 78 

解答：エ 

解説： 

 労働者派遣法では，「派遣労働者」，「派遣先事業主（企業）」，「派遣元事業主（企業）」の

3者間の関係を以下の図のように定めています。 
 
 
 派遣労働者 

派遣元事業主 派遣先事業主 

指揮 
命令関係

雇用関係  
 
 
 

労働者派遣 
契約関係  

 
 派遣先事業主と派遣元事業主との間で「労働者派遣契約関係」が締結され，派遣先事業

主の依頼に応じて，派遣元事業主が雇用している派遣労働者を派遣先事業主に派遣します。

派遣労働者は，派遣先事業主の指揮命令下で業務を行います。よって，Q氏（派遣労働者）

への業務の指示などを B 社（派遣先事業主）の指揮命令者が直接行うこと（エ）は，適切

な行為です。 
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 ア … 派遣元事業主は，自社の雇用している派遣労働者が自社を辞職して派遣先事業

者に雇用されることを，拒むことはできません。 

 イ … 派遣先事業主が，派遣労働者を事前に選別したり，特定の派遣労働者の指名を

行うことなどは認められていません。 

 ウ … オペレータなどの派遣契約期間は， 長 3年となります。 

 
問 79 

解答：ウ 

解説： 

 製造物責任法（PL 法）では，「製造または加工された動産」を「製造物」とみなし，製造

物に含まれていた欠陥によって損害を被った利用者は，製造業者に損害賠償を請求できる

権利を認めています。 

 なお，製造物責任法の第四条では，以下のように定められています。 

「……製造業者等は、次の各号に掲げる事項を証明したときは、……賠償の責めに任じな

い。 
 一 当該製造物をその製造業者等が引き渡した時における科学又は技術に関する知見に

よっては、当該製造物にその欠陥があることを認識することができなかったこと」（同法よ

り引用） 

 すなわち，製造物を被害者に引き渡した時点の科学または技術水準では認識できなかっ

た欠陥については，その欠陥によって被害が発生しても，製造業者には責任はない（損害

賠償の責任は問われない）ことになります。 
 ア … 製造物を引き渡した時点から 10 年を過ぎた時点で発生した事故については，製

造業者に責任を負わせることはできません（同法第五条より）。よって，製造業者

は永久に損害賠償責任を負うことはないため，誤りです。 

 イ … 製造物責任法の第四条では，「当該製造物が他の製造物の部品又は原材料として

使用された場合において、その欠陥が専ら当該他の製造物の製造業者が行った設

計に関する指示に従ったこと」によって欠陥が生じ、かつ、その欠陥が生じたこ

とにつき過失がない場合には，製造業者は責任を問われないと定めています。よ

って，完成品メーカの設計に従って，設計どおりに製造し納品した部品であれば，

その部品を製造した部品メーカには損害賠償責任はありません。この場合は，完

成品メーカのみに損害賠償責任があります。 

 エ … 製造物責任法の第二条では，「この法律において「製造業者等」とは，次のいず

れかに該当する者をいう……当該製造物を業として製造，加工又は輸入した者」

（同法第二条より引用）と定義されています。よって，輸入業者も製造業者（製

造者）とみなされ，責任の主体となりえます。 
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問 80 

解答：ア 

解説： 

 ソフトウェア（以下「ソフト」）のライセンス契約に関しては，従来の「単独の PC にの

みインストールして使用できる」という形態の契約だけでなく，近年は様々な形態の契約

が表れています。 

 ボリュームライセンス（ア）： 

 ソフトウェアのマスタ（CD-ROM など）を提供し，インストールできる許諾数をあらかじ

め取り決める契約形態です。1 つのマスタから，許諾数を超えない台数の複数の PC にイン

ストールできる契約です。ソフトウェアの大量購入者向けの契約です。 

 サイトライセンス（イ）： 

 特定の企業・団体がソフトのベンダと契約を交わし，その企業などにある複数のコンピ

ュータすべてにそのソフトをインストールして使用することを認める，一括導入形式の契

約形態です。この形式では，同時に購入するライセンス数が多くなるほど 1 ライセンス当

たりの単価が安くなる利点があります。 

 ウ … エンドユーザライセンス契約書（EULA）を用いたダウンロード販売のソフトウ

ェアに関する契約の説明です。 

 エ … シュリンクラップ契約の説明です。 
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